
「脳卒中最前線」
～大切な人が倒れないために、倒れたときに～

入場無料 事前申し込み不要
定員：500名

日時：2017年1月22日(日曜)

14:00～16:00(13:30開場)

開場：横浜市南公会堂

開会の辞 横浜市立大学附属市民総合医療センター 上田 直久先生

第一部：司会 うらふね脳外科クリニック 池田 嘉宏先生
①脳卒中急性期 20分
「脳卒中の急性期治療 ～もしあなたやご家族が脳卒中で倒れたら～」
横浜市立大学附属市民総合医療センター 神経内科 岡本 光生先生

②リハビリテーション20分
「回復期リハビリテーション ～新たな役割に向けての一歩～」
横浜なみきリハビリテーション病院 リハビリテーション科 廣瀬 裕介先生

③栄養管理について 15分
「脳卒中の発症と再発予防の食事ついて」
横浜市立大学附属市民総合医療センター 栄養部 永島 友美先生

第二部：司会 聖隷横浜病院 鈴木 祥生先生
①脳卒中後の生活について 15分
～体験談～ 中途障害者地域活動センター フレンズ南

②脳卒中後の認知症 20分
「脳卒中による認知症 ～物忘れの思わぬ原因～」
横浜市立大学附属市民総合医療センター 神経内科 上田 直久先生

③南区の認知症の取り組みについて 5分 南区役所

【質問コーナー】 10分

閉会の辞 横浜市立市民病院 山口 滋紀先生

市民公開講座

共催：横浜脳卒中・リハ連携研究会 サノフィ株式会社

後援：南区役所

～休憩(15分)～

横浜市南区浦舟町２－３３

(南区総合庁舎内)




